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 第３年次特別編入学学生募集要項等請求先／受験に関する問合せ先 
 
    ・第３年次特別編入学学生募集要項の郵送を希望する場合は，封筒の表に『第３年次特別編入学 
     募集要項請求』と朱書きし，『受信先を明記し切手を貼った返信用封筒（角型２号 縦 33 ㎝× 
     横 24 ㎝）』を同封して請求してください。普通郵便の場合：205 円，速達郵便の場合：485 円 
 
     琉球大学工学部学務係 
        〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 
              TEL  098-895-8583（直通） FAX  098-895-8590 
              E-mail kggakmu＠to.jim.u-ryukyu.ac.jp 
       

        琉球大学工学部 Web ページ http://www.tec.u-ryukyu.ac.jp/ 
        琉球大学入試課 Web ページ http://www.u-ryukyu.ac.jp/admission/index.html 

   

http://www.tec.u-ryukyu.ac.jp/
http://www.u-ryukyu.ac.jp/admission/index.html


○工学部入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） 
 

１．教育理念・目的 

（機械工学コース） 

 機械工学の基本的な学問体系を教授し，幅広い教養と技術者倫理，自らの知識・能力を活かして機器の設計，製造，研

究開発に取り組めるものづくりの基礎，変化する環境に対して自らの力でこれらを高められる自己学習能力を身につけ，

国内外で幅広く活躍できる人材を育成することを目的とします。 

 

（エネルギー環境工学コース） 

 エネルギー・環境問題を考慮し，エネルギー源や環境負荷低減技術の開発と利用，およびエネルギーの効率的な変換や

制御と，環境に配慮した材料の知識に加えて，化学，環境，マネジメント工学などを学ぶことで，幅広い専門的な知識を

有するとともに，それら複合分野を統合マネジメントし，総合的な問題であるエネルギー・環境分野に対応できる人材を

育成することを目的とします。 

 

（電気システム工学コース） 

 現代社会の基盤である電気エネルギーの効率的な発生や変換技術に加えて，人口減少や超高齢化社会に向けて持続可能

な社会の形成に必要とされる再生可能エネルギーやロボットの活用を推進していくため，電気工学やシステム制御工学の

専門知識を有し，幅広い視野と柔軟的思考を兼ね備えた人材を育成することを目的とします。 

 

（電子情報通信コース） 

 進展する高度ＩＣＴ社会において，それらを根幹から支えるエレクトロニクス技術と情報通信技術の基礎知識を有し，

さらに情報通信機器の高機能化を実現する集積回路技術や新機能デバイス，高度通信技術，高度センシング技術などの専

門知識を備え，情報通信，エレクトロニクス，またその融合分野で活躍できる人材を育成することを目的とします。 

 

（社会基盤デザインコース） 

 亜熱帯性・島嶼性・海洋性の地理的特性を活かした環境調和型の工学的価値を創造し，空港，港湾，離島架橋，道路，

鉄軌道を含む公共交通システム等，地域の観光リゾート産業を支える持続可能な社会基盤を創成するとともに，環境共生，

災害リスク軽減，社会資本の長寿命化，および新エネルギー開発に関わる海洋・海底資源開発等の技術的ニーズに対応で

きる人材を育成することを目的とします。 

 

（建築学コース） 

 地域的課題の解決に資する役割を負って国内および国際的に活躍できる素養を身につけるため，亜熱帯島嶼地域の自

然・社会・文化的条件のもとでの建築と地域環境のあり方を深く探求するとともに，普遍的な建築関連技術を修得するこ

とにより，自然と調和し安全で快適な建築物，それらの集合した都市・地域を計画・設計・建設・管理できる技術者を育

成します。 

 

（知能情報コース） 

 論理的思考力と自然科学の知識を基盤として知能情報分野の専門知識・実践力・デザイン能力・解析能力および幅広い

教養と技術者倫理・能動的学習能力を修得するとともに，知能情報技術が社会と人間および環境に与える影響と使命を深

く理解し，知能・情報・システムの先端技術を通じて国際的視点に立って柔軟かつ自律的に活躍できる技術者を養成しま

す。 

 

２．求める能力・適性等 

（各コース共通） 

 (1)工学を学ぶ意欲と目的意識を有し，高等学校で学んだ基礎学力を身につけた人 

 (2)修得した知識等を活用するための思考力，判断力，表現力を身につけている人 

 (3)様々な諸課題を与えられた条件下で最良の結果を得るために主体的に努力できる人 

【特に第３年次特別編入学で求める学生像】 

 各コースの専門分野に関する基礎的な知識及び学力を有し，さらに高度な専門知識と技術を身につけるために自ら積

極的に学ぼうとする人。 

 

３．高等学校等で履修すべき科目や習得しておくことが望ましい資格等  

（各コース共通） 

 本学科が指定している受験科目を履修していることが望ましい。数学，物理，特に微分・積分は本学科の学習内容に密

接に関係しているので，確実に身につけておくことが必要です。 

 

４．入学者選抜の基本方針 

○３年次編入 

 （各コース共通） 

 第３年次特別編入学入試では学力検査及び面接を課しています。学力検査では各コースの専門分野に関する基礎的な知

識・技能と思考力を評価します。面接では学習意欲，表現力や主体性を評価します。 
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１．募集人員 
工学部工学科の募集はコース毎に行います。（※各コースの人数は目安人員です。） 

工学部工学科（計５名） 

 電気システム工学コース 

知能情報コース 

１名 

２名 

 電子情報通信コース ２名  

 
 

２．編入学の時期及び年次 
平成 31 年 4 月入学とし，第３年次とします。 
修業年限は 2 年とします。ただし，修業年限の２倍を超えて在学することはできません。 

 
 

３．出願資格 
次の(1)～(7)のいずれかに該当する者 
(1) 大学を卒業した者及び平成 31年 3月 31日までに卒業見込みの者 
(2) 短期大学，高等専門学校，旧国立工業教員養成所又は旧国立養護教諭養成所を卒業した者及び平

成 31年 3月 31日までに卒業見込みの者 
(3) 工業及び工業に関する分野の専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他文部科

学大臣の定める基準を満たすものに限る）を修了した者（学校教育法〈昭和 22年法律第 26号〉
第 90条第 1項に規定する者に限る）及び修了見込みの者 

※文部科学大臣の定める基準とは，「修業年限が２年以上で，かつ，課程の修了に必要な総授業時間
数が 1,700時間以上」である。 

(4) 修業年限４年以上の他の大学に２年以上在学（休学期間を除く）し，62単位以上を修得した者
及び平成 31 年 3月 31日をもって２年間在学（休学期間を除く）し，62単位以上を修得見込み
の者 

(5) 学校教育法施行規則附則第７条の規定により大学の第３年次に編入学できる者 
(6) 外国において，学校教育における 14年以上の課程を修了した者及び平成 31年 3月 31日までに

修了見込みの者 
(7) 高等学校，中等教育学校の後期課程又は特別支援学校の高等部の専攻科の課程（修業年限が 2

年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学
校教育法〈昭和 22年法律第 26号〉第 90条第 1項に規定する者に限る。）及び平成 31年 3月 31
日までに修了見込みの者 
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４．選抜方法及び試験日程 
 

コ ー ス 学 力 検 査 試 験 日 時 間 

電気システム工学 

コース 

筆 記 
数学（微分方程式，線形代数学） 

平成 30 年 
11月 30日(金) 

 9:00~10:30 

専門基礎（電磁気学，回路理論） 10:45~12:15 

面 接  13:30~ 

電子情報通信 

コース 

筆 記 
数学（微分方程式，線形代数学）  9:00~10:30 

専門基礎（電磁気学，回路理論） 10:45~12:15 

面 接  13:30~ 

知能情報コース 
筆 記 

数学（微分積分学，線形代数学），

情報工学（コンピュータ・アーキ

テクチャ，アルゴリズムとデータ

構造） 

10：00~11：30 

面 接  13:00~ 
  ※暴風警報の発令等で上記期日に試験が実施できない場合は，12月 3日（月）に試験を行います。 
 
 
５．配点 
 

学 科 筆 記 面 接 合 計 

工学部工学科 ２００ １００ ３００ 
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６．試験当日の集合場所及び集合時刻 

 
コ ー ス 集合場所 科目等 集合時刻 

電気システム工学コース ３号館１階 104（自習室Ⅱ） 専門科目 
面 接 

8：30  
13：00  

電子情報通信コース ３号館１階 104（自習室Ⅱ） 専門科目 
面 接 

8：30  
13：00  

知能情報コース １号館５階 508 専門科目 
面 接 

9：30  
12：45  

  ※試験開始時刻（面接（口頭試問を含む）においては集合時刻）から 30分を超えて遅刻した者は，受験 

  できません。 

 

７．採点・評価基準及び合否判定基準 
 

コ ー ス 採点・評価基準 合否判定基準 

電気システム工学 

コース 

〈筆記試験（数学・専門基礎）〉 

・専門に関する基礎学力を確かめるため

に，数学，専門基礎の試験を課す。解

答が完全に正しくない場合でも理解の

度合いに応じた部分点を与える。 

〈面接〉 

・志願理由・動機，将来計画及び長所・

特技のアピールなどの質疑を通して意

欲や個性などを評価し点数化する。 ・筆記試験，面接を点数化し，総合得点

で順位付けを行い，合否を判定する。 

・総合得点の上位から順次合格とする。

ただし，成績によっては合格者が目安

人員を下回る場合もある。 

・総合得点が同点の場合，同点者は全員

同順位とし，その順位が合格者の最下

位である場合は，その順位の者すべて

を合格者とする。 

・筆記試験の各科目及び面接のいずれか

でも欠席又は０点の者については，不

合格とする。 

電子情報通信 

コース 

〈筆記試験（数学・専門基礎）〉 

・専門に関する基礎学力を確かめるため

に，数学，専門基礎の試験を課す。解

答が完全に正しくない場合でも理解の

度合いに応じた部分点を与える。 

〈面接〉 

・志願理由・動機，将来計画及び長所・

特技のアピールなどの質疑を通して意

欲や個性などを評価し点数化する。 

知能情報コース 

〈筆記試験（数学・専門基礎）〉 

・専門に関する基礎学力を確かめるため

に，数学，専門基礎の試験を課す。解

答が完全に正しくない場合でも理解の

度合いに応じた部分点を与える。 

〈面接〉 

・人物，学習意欲，将来計画，コミュニ

ケーション能力（理解力，論理性，表

現力）を評価して点数化する。 
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８．出願手続 
(1) 出願期間：平成 30 年 11 月 9 日（金）～11 月 16 日（金） 

 出願書類の受付は郵送に限ります。郵送は「書留速達」とし，「工学部第３年次特別編入学願書」

と朱書してください。出願最終日は，平成 30 年 11 月 16 日（金）17 時必着とします。 
(2) 送付先：琉球大学工学部学務係 
   〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地  
     TEL 098-895-8583（直通） FAX 098-895-8590 
(3) 出願書類 
①編入学願書（添付用紙） 
②受験票・写真票（添付用紙） 
③調査書（又は学業成績証明書）出身学校の長が作成し，厳封したもの 
④志願者整理表（添付用紙） 
⑤卒業証明書又は卒業見込証明書（大学在学中の者は在学証明書，大学中退者は在学期間証明書） 
⑥専修学校出身者は，出身学校が発行する，修了した課程又は修了する課程が文部科学大臣の定め

る基準を満たしていることの証明書 
 ※文部科学大臣の定める基準とは，「修業年限が２年以上で，かつ，課程の修了に必要な総授業
時間数が 1,700時間以上」である。 

⑦在留資格を証明するもの（外国人留学生のみ） 
  登録原票記載事項証明書，パスポートの写し，入国査証（Visa）の写し等を提出してください。 
⑧返信用封筒（受験票返送用） 
  長形３号封筒（縦 23 ㎝×横 12 ㎝）に 362 円分の切手を貼付し，出願者の郵便番号・住所・氏

名を記入のうえ提出してください。 
⑨検定料納付証明書（大学用） 
  添付の「検定料振込書」を使用し，検定料 30,000 円を下記方法により振り込んでください。 
  東日本大震災，熊本地震又は平成３０年７月豪雨により被災した志願者に係る検定料は特例措

置により免除されます。詳しくは 10 ページをご覧ください。 
 

検定料振込期間  平成 30 年 11 月 2 日（金）～ 11 月 16 日（金） 
 

１．振込方法 

①検定料振込書の※印欄を黒のボールペンで正確に記入してください。 
 《依頼日，入学志願者氏名（フリガナ），住所，電話番号，振込先（枠内に○印）》 
②必ず金融機関（銀行等）の窓口で振込み，ATM（現金自動預払機）は使用しないでください。 
③振込手数料については，志願者本人負担となります。 
④金融機関窓口から「検定料納付証明書（大学用）」を受け取る際は，取扱金融機関収納印を確  
 認してください。 
⑤「検定料納付証明書（大学用）」は出願書類に同封して提出してください。 
  ※本募集要項添付の「検定料振込書」が使用できない場合は，各金融機関備付の振込依頼書 

で振込んでください。 
   振込依頼人氏名は，先に募集区分（工学部第３年次特別編入学は１５２２），次に志願者   
   本人氏名としてください。 
     例  １５２２ タ゛イカ゛ク タロウ 
      ・振込先口座，金額及び募集区分は「検定料振込書」で確認してください。 
     ・受領書の写しを「検定料納付証明書（大学用）」の代わりに提出してください。 
 

２．留意事項 

①検定料が振込まれていない場合，「検定料納付証明書（大学用）」が出願書類に同封されてい  
 ない場合，「検定料納付証明書（大学用）」に取扱金融機関収納印がない場合は，出願書類を  
 受理しません。 
②既納の検定料は次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 
 ア．検定料を振込んだものの，出願しなかった場合（出願書類を提出しないまま出願期間が終

了したり，書類不備等により出願書類が受理されなかった場合） 
 イ．誤って検定料を二重に振込んだ場合 
   ※上記ア，イに該当する場合は，本募集要項添付の「返還金払戻請求書」に必要事項を記
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入し，払戻の理由を選択，氏名欄へ押印のうえ，「検定料納付証明書（大学用）」を

同封して下記へ送付してください。 
（封筒には「返還金払戻請求書在中」と朱書きしてください。） 

    （返還は銀行振込で行います。保護者名義口座の場合は必ず続柄も明記してください。   
     ゆうちょ銀行口座を指定する場合は，振込用の店名・店番・預金種別・口座番号を明 
     記してください。返還には請求書受理後２～３ケ月程度かかります。） 

送付期限：平成 31 年 3 月 29 日（金） 
      送付先：〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 
                 琉球大学財務部経理課収入・支出係 TEL：098-895-8058 
 ウ．特例措置対象者（10 ページ参照）が検定料を振込んだ場合。 
   ※上記ウに該当する場合は，返還手続（10 ページ参照）を行ってください。 
       

 
９．受験に関する注意 

(1) 試験場は，できるだけ事前に下見をしておいてください。なお，試験場の試験室配置図及び注意

事項は，試験前日の午後３時以降に掲示します。 
(2) 試験当日は，4 ページに記載の集合時刻までに各コース指定の集合場所へ集合してください。な

お，試験室への入室は監督者の指示に従ってください。 
(3) 試験室へ入室し，座席に着いたとき，受験票の「受験番号」と机に貼ってある「受験番号」が同

じであることを確認してください。 
(4) 試験開始時刻（面接（口頭試問を含む）においては集合時刻）から 30 分を超えて遅刻した者は，

受験できません。 

(5) 試験室の机上には，本学の受験票，時計（計時機能だけのもの），筆記用具「鉛筆（HB），シ

ャープペンシル（HB），消しゴム，鉛筆削り（電動式を除く）」のみを置いてください。それ以

外の所持品は，監督者の指示に従ってください。 
(6) 問題用紙は，試験開始の合図があるまで絶対に開かないでください。 
(7) 解答用紙には，受験番号を正確に記入してください。受験番号の記入もれ又は誤記がある場合は，

無効とすることがあります。 
(8) 試験中に不正行為をしたり，あるいは解答用紙等を試験室外に持ち出した場合は，無効となりま

す。 
(9) 試験中に質問，用便，身体の不調がある場合は，挙手をして監督者の指示に従ってください。 
(10) 試験開始後 35 分以内の退室は認めません。試験開始後 35 分以降は退室できます。試験時間終

了前に退室する場合は，挙手をして監督者の指示に従い，静かに退室してください。 
(11) 解答用紙は解答の如何にかかわらず，必ず提出してください。 
(12) 携帯電話，スマートフォン等の音の出る機器は試験室に入る前に必ず電源を切って，カバン等

に入れておいてください。 
(13) 悪天候等による交通機関の遅延・欠航・運休が予想される場合は，十分な時間的余裕をもって

試験会場に到着するようにしてください。 
(14) 入学試験を欠席する場合は，事前に工学部学務係（０９８－８９５－８５８３）へ連絡してく

ださい。 
(15) 咳,くしゃみ，鼻水等の症状がある場合には他人への感染を防止するため，マスクを着用してく

ださい。 
(16) 次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は，受験の中止と退室を命じら

れ，それ以後の受験はできなくなります。また，既に受験した個別学力検査等の成績も無効にな

ります。 
① 編入学願書，受験票・写真票，解答用紙へ故意に虚偽の記入（受験票・写真票に本人以外の

写真を貼ることや解答用紙に本人以外の名前・受験番号を記入するなど）をすること。 
② カンニングをしたり，カンニングの手助けをすること。 
③ 試験時間中（控え室での待機中も含む）に試験監督者等に許可なく携帯電話やスマートフォ

ン，腕時計型端末，電子辞書，IC レコーダー等の電子機器類を使用すること。また，これらの

機器をかばん等にしまわず，身につけていたり手に持っていること。 
④ 試験時間中に携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音など）を長時間鳴らすなど，

試験の進行に影響を与えること。 
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⑤ 試験に関することについて，自身や他の受験者を利するような虚偽の申出をすること。 
⑥ 試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 
⑦ 試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。 
⑧ その他，試験の公平性を損なう行為をすること。 

 
１０．合格者の発表 

平成 30 年 12 月 7 日（金） 
午前11時に工学部１号館101工学部事務室前に掲示するほか，合格者に合格通知書を送付します。 
また工学部ウェブサイト（http://www.tec.u-ryukyu.ac.jp/）上にも掲載します。 
 
合格通知を受けた者は，特別編入学確約書を平成 30 年 12 月 17 日（月）までに提出してください。

同日までに提出がない場合は辞退したものとして取り扱うことになりますのでご留意願います。 
 

１１．追加合格・第３次募集 
合格者の入学辞退等により，募集人員に満たない場合は，追加合格または第３次募集により欠員を

補充する場合があります。 
 
１２．入学手続及び諸経費 

入学手続等については，特別編入学確約書提出者に対して平成 31 年 2 月中旬に「入学手続案内」

を送付しますので，それに従い入学手続を行ってください。 
なお，入学手続期間は，平成 31 年 3 月中旬を予定しています。 

 
  （注）出願資格(2ページ参照)の「他の大学において平成３１年３月３１日をもって２年間在学（休

学期間を除く）し，62単位以上を修得見込みの者」が，合格した後，これらの要件を満たすこ

とができない場合は，入学することができません。 

 
 入学料は銀行振込となります。詳細は「入学手続案内」で通知します。 

①入学料      282,000 円（予定額） 
②授業料（前期分） 267,900 円（年額 535,800 円）（予定額） 

    
（注１）上記については予定額であり，入学時及び在学中に金額の改定が行われた場合は，改定時か

ら新たな金額が適用されます。 
（注２）授業料の納入については，本人の申し出により前期分の納入の際に後期分も合わせて納入す

ることができます。 
（注３）入学料の免除又は徴収猶予あるいは授業料の免除を希望する者（対象者については，合格者

に送付する「入学手続案内」で詳しく説明します。）は所定の免除申請手続きを行うことによ

り，免除又は徴収猶予の可否が決定されるまでの間，入学料又は授業料の納付が猶予されます。 
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１３．編入学後の単位認定及び履修 
高等専門学校及び大学等で修得した単位を，本学における授業科目の単位として読み替える申請が

あった場合，既得科目の内容が，原則として認定を希望する本学の授業科目と同等とみなされ，かつ，

単位数が同一又は多い場合に限り，本学の当該授業科目の範囲内で認めることがあります。 
高等専門学校については，既得科目のうち，高学年（４・５学年）で開講される科目を認定の対象

とします。ただし，高学年以外の授業科目であっても，内容が大学学部の授業科目と同程度であるこ

とが証明できる場合は，認定することがあります。 
単位認定の申請に際しては，入学手続期間内に単位認定資料（授業内容と評価方法，評価基準が分

かるシラバス，成績証明書，教科書など）を提出してください。単位認定資料の提出がない場合は，

単位が認定されない場合があります。 
社会基盤デザインコースでは，編入学者の前の高等教育機関が，JABEE 認定プログラムの場合は，

上述の単位認定資料を基に単位認定を行います。非 JABEE 認定プログラムの場合は，上述の単位認

定資料に加えて，修得科目のレベルを口頭試問で確認・評価し，単位認定を行います。 
なお，単位認定状況及び修学状況によっては，本学を卒業するのに修業年限（２年）を超える年数

を要することがあります。 
 
１４．第 3 年次特別編入学者に係る教員免許取得の取扱い（高等専門学校出身者） 

編入学前の既修得単位を単位認定した科目について，教員免許取得のための教科に関する科目とし

て適当であると認めた科目の単位の取扱いは以下のとおりとなります。 
 
        教育職員免許法施行規則第 66 条の 7 

高等専門学校（第４学年及び第５学年に係る課程に

限る）で修得した科目に係る科目で教科に関する科

目として適当であると認めた科目 

 高等学校教諭普通免許状に

ついては 10 単位を限度 
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１５．受験時における合理的配慮等について 

本学に入学を志願する者で，障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成２５年法律第６５

号） 第２条第１号に定める障害者（身体障害，知的障害，精神障害（発達障害を含む）その他の心身の機

能の 障害（以下「障害」と総称する）がある者であって，障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又

は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをいう）で，受験時に合理的配慮を必要とする者は，あ

らかじめ本学障がい学生支援室に申請してください。 

本学において申請された配慮事項について検討し，その結果を「受験時における合理的配慮の検討結果

通知書」により通知します。検討結果通知書の受領後は記載事項を確認し同封の書類をご返送ください。 

なお，合理的配慮の内容によっては対応に時間を要する場合がありますので，できる限り早めに申請し

てください。 

○申請方法 

本学指定の様式「受験時における合理的配慮申請書」を平成３０年１０月２９日（月）午後５時までに

障がい学生支援室へ提出してください。障がい学生支援室が必要と判断した場合は，本学において志願者，

保護者又はその立場を代弁し得る出身学校担当者等との面談等を行います。 

「受験時における合理的配慮申請書」の様式は，本学障がい学生支援室ホーム  

（http://g-support.std.u-ryukyu.ac.jp/）「支援を希望される皆さまへ」からダウンロードできま

す。 

また，上記以外で疾病・負傷等により，受験時に特別な配慮を必要とする者も，平成３０年１０月２９

日（月）午後５時までに本学障がい学生支援室に電話，ＦＡＸ又はメールでご相談ください。 

     連絡先：〒903－0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 

                国立大学法人琉球大学障がい学生支援室 

                電話（098）895－8750 ＦＡＸ（098）895－8791 

                メール g-support@to.jim.u-ryukyu.ac.jp 

 

○受験時における合理的配慮申請書（イメージ）：申請書はダウンロードしたものを提出ください。 
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１６．東日本大震災，熊本地震又は平成３０年７月豪雨により被災した平成 31 年度琉球大学入

学者選抜試験志願者の検定料に関する特例措置 
平成 30 年度に実施される入学者選抜に関して，被災者の経済的負担を軽減することにより，受験  

の機会を確保するため，以下のとおり特別措置を実施します。 
  (1) 措置内容 
    検定料の免除 30,000 円 
  (2) 免除の対象者及び必要書類 

対象者 必要書類 
①東日本大震災，熊本地震又は平成３０年７月豪雨におけ

る災害救助法が適用されている地域で被災した志願者

で，以下のいずれかに該当する者 

 

 ア 主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊，大規

模半壊，半壊，流失した場合 
り災証明書 

イ 主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合 死亡又は行方不明を証明する書類 
②居住地が福島第一原子力発電所事故により，帰還困難区

域，居住制限区域及び避難指示解除準備区域に指定され

た者 

被災証明書 

  (3) 申請の方法 
入試区分 申請方法 

第３年次特別編入学入試 本学所定の様式（検定料免除申請書）に，り災証明書等を添えて，

出願書類とともに同封のうえ提出してください。 
なお，申請する場合は，「検定料」を振込まないでください。 
また，既に納付した検定料の返還を希望する場合は，本学所定の様

式（返還金払戻請求書）に，り災証明書等を添えて工学部学務係へ申

請してください。申請後，検定料を返還します。 
 
※返還金払戻請求書の提出期限は，平成 31 年 3 月 29 日（金）までと

します。 
  提出先 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 

   国立大学法人 琉球大学工学部学務係 
          TEL 098-895-8583（直通） 
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94

１９. 琉球大学案内図

首里駅発首里駅発

入試課
大学会館１階

人文社会学部試験場

国際地域創造学部試験場

人文社会学部
国際地域創造学部

琉大駐車場

111系統
113系統
117系統
123系統
152系統

１７. 試験会場案内図
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１８. 琉球大学案内図

首里駅発首里駅発

入試課
大学会館１階

人文社会学部試験場

国際地域創造学部試験場

人文社会学部
国際地域創造学部

琉大駐車場

111系統
113系統
117系統
123系統
152系統

１８. 試験会場案内図
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平成 31 年度琉球大学工学部  

第３年次特別編入学願書  
（第２次募集） 

 
                          ※受験番号            

志望コース （下記の志望コース名〈第一志望のみ〉を○で囲んでください） 

 電気システム工学コース  電子情報通信コース  知能情報コース 

 フリガナ  
男・女   氏     名   

生年月日  昭和･平成   年   月   日生（西暦      年生）  
平成 31 年 4 月 1 日現在満    歳  

フリガナ   

連 絡 先    E 
 〒    －  

電話（    ）    －     
携帯     －    －     

出願資格        都道府県  国立・公立・私立  
           大学・短期大学        学部       学科  
           高等専門学校                 学科  
           専修学校                 学科・科  
              平成   年   月    卒業・   卒業見込  
                         退学・   年在学中  

保護者等 
 の氏名・ 
連 絡 先 

フリガナ   本人との続柄  

氏     名    

〒    －  
                          電話（   ）   －    

携帯    ―   －    

 履   歴（学歴については中学校卒業以後について記入し，見込も記入してください）  

平成   年   月                              中学校卒業 

平成   年   月   

平成   年   月   

平成   年   月   

平成   年   月   

平成   年   月   

平成   年   月   
 



 

 
 
 

第３年次特別編入学願書記入要領  
 
 
 
  入学願書の記入にあたっては，黒か青色のインク又はボ－ルペンを使用し，文字は楷書，数字 
は算用数字で正確に記入してください。 
 
 
１．志望コース 

 志望するコース（第１志望のみ）を〇で囲んでください。 
 
２．氏名・性別等 

   氏名は戸籍上の氏名を記入し，性別は該当する文字を○で囲んでください。 
 
３．連絡先 

   本学からの通知等は，すべてこの住所宛に行うので正確に記入してください。変更があった 
 場合は，琉球大学工学部学務係（098-895-8583）に連絡してください。 
 
４．出願資格 

   出身学校の所在地（都道府県名のみ），設置者の別（国立，公立，私立の該当する文字を○で 
 囲んでください），学校名，学部名，学科名・課程名等を記入してください。 
 
５．※印欄は記入しないでください。 



平成 31 年度 
琉球大学工学部 受験票 

 
 

第３年次特別編入学（第２次募集） 記入上の注意   

 受験番号  ※  
  
１．出願の際は，破線部から丁寧に切り離してください。 
 
２．※印欄は記入しないでください。     志願学部 

・学科 
工学部 工学科  

  志望コース                   コース  

 フリガナ 

氏  名 

 男 

・ 

女 

    
 

   

 

 
  

  
 

      

 

写真貼付欄 

（上半身・脱帽・ 

正面向きで，出 

願前３ケ月以内 

に撮影したもの） 

縦４㎝×横３㎝ 

  

 

 
    
    
    
    
    

    

  
  

平成 31 年度 
琉球大学工学部 写真票  

第３年次特別編入学（第２次募集）  

 受験番号  ※  
 

 

 

 

 志願学部 

・学科 
工学部 工学科     

 志望コース                   コース  
 

  

 フリガナ        男 

・ 

女 

    

 氏  名        
 
 

 
  

  

写真貼付欄 

（上半身・脱帽・ 

正面向きで，出 

願前３ケ月以内 

に撮影したもの） 

縦４㎝×横３㎝ 

    
 ※ 出席欄     
      
       
       
       
       



 

  

  

 受 験 心 得 
  
  
  (1) 試験当日の集合場所・集合時刻については，  
    ４ページをご確認ください。 
  
  (2) 試験開始時刻（面接（口頭試問を含む）において  
    は集合時刻）から 30 分を超えて遅刻した者は，受験で 
    きません。 
  
  (3) 不正行為のあった者は，直ちに退室を命じます。  
  
  (4) 受験に際しては，本受験票を必ず携帯してくださ  
     い。  
  
 （5）本募集要項６ページの「９.受験に関する注意」を熟読 

     してください。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 



（編入学入試用） 
 

検定料免除申請書 

 
平成  年  月  日 

国立大学法人 
琉球大学長 殿 

 
 

（請求者） 
受付番号（大学側で記入） 
入学者選抜試験の種類（該当する入試にチェックしてください） 

■第３年次特別編入学 
出願学部 工学部 工学科 ____________________コース 
フリガナ 
志願者氏名                 印 
住  所 
電  話 

 
平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災，平成２８年４月１４日に発生した熊本地震又は

平成３０年７月豪雨において，下記のとおり被災しましたので，り災証明書等を添付の上、検定料

の免除を申請します。 
 

記 
 
被災状況（該当箇所にチェックしてください。） 
 
□全壊     □大規模半壊    □半壊    □流出 
□学費負担者死亡又は行方不明 
□福島第一原子力発電所事故による避難区域等 
 
 
 
 

 
(記入上の注意) 
１ この検定料免除申請書は，コピーして使用しても差し支えないこと。 



平成　　　年　　　月　　　日

国立大学法人

琉球大学長 殿

請求者

〒

住　　　所

 フ  リ　 ガ　 ナ

氏　　　名 印

電話番号

私が平成　 　年　 　月　 　日に納付した検定料　 円について，以下の理由により払戻を請求します。

１．　誤納

２．　出願辞退　※受験辞退ではなく、出願しなかった方が対象です。

３．　書類不備等による出願書類の不受理

４．　東日本大震災において被災

５．　熊本地震において被災

６．　平成３０年７月豪雨において被災

７．　その他（ ）

次の銀行口座へ振り込んでください。

銀　行 支　店

1 普　通 2 当　座

（口座番号）

預金種別欄は，該当項目番号を○で囲んでください。

[注意]

※ 請求者は志願者本人としてください。

※ 保護者等，請求者以外の口座名義を指定する場合は，続柄も記入してください。

※ ゆうちょ銀行口座へ振り込を受ける場合は，振込用の店名・店番・預金種目・口座

番号が必要です。振込用の店名・店番・預金種目・口座番号が分からない場合は

口座を開設したゆうちょ銀行へご確認ください。

※ 封筒には「返還金払戻請求書在中」と朱書きしてください。

※ 返還には請求書受理後２～３ヵ月程度かかります。

送付先 〒９０３－０２１３ 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地
琉球大学財務部経理課収入･支出係
ＴＥＬ：０９８－８９５－８０５８

（　店　番　）

－

返還金払戻請求書

フリガナ
保護者名義の
場合の続柄

口座名義

 取扱金融機関収納印が押印された

検定料納付証明書（大学用）
  を この枠内に貼り付けのうえ、ご提出
  ください。

※払戻理由のうち，４．東日本大震
災，５．熊本地震又は６．平成３０
年７月豪雨において被災を選択さ
れた場合は貼り付け不要です。

※各金融機関備付の振込依頼書
で振り込んだ場合は，受領書を
ご同封ください。

取引金融機関名

本・支店名

預金種別

口座番号
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「
検
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頼
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○
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0
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→
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人

）
（

 
取

 
扱

 
店

 
用

 
）

※ 依 　 頼 　 人

　 （ 志  願  者 ）

受 取 人

口 座 名

　
平

成
３

１
年

度
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球

大
学

　
検

定
料
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学
部

　
第

３
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２
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※ 振 込 先

○ 太 枠 内 を 打 電 し て く だ さ い 。

○ 募 集 区 分 、 フ リ ガ ナ の 順 に 打 電 し て く だ さ い 。

　
平

成
３

１
年

度
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学
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３
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２
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検
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付
証

明
書

（
大

学
用

）

手
数

料
振

込
金

（
兼

手
数

料
）

領
収

書
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
日

★
出

願
書

類
に

同
封

し
て

提
出

く
だ

さ
い

。

※
依

頼
日

1
5
4
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3
6
6

0
5
6
3
3
5
8

年
 
 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
日

　
　

ｺ
ｸ
ﾘ
ﾂ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｸ
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ｳ
ｼ
ﾞ
ﾝ
 
 
ﾘ
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ｳ
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ﾀ
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ｲ
ｶ
ﾞ
ｸ
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日
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8
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5
9

検
 
 
 
 
定

 
 
 
 
料

 
 
 
 
振

 
 
 
 
込

 
 
 
 
書

現 金

\
3
0
,
0
0
0
－

3
\

金
額

　
　

国
立

大
学

法
人

 
琉

球
大

学

※
氏

名

※
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ

平
成
３
０

年
１
１
月
２
日
（
金
）
か
ら

平
成
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０

年
１
１
月
１
６
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（
金
）
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で

※
（

住
所

）

0
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込

金
額

0
0

4
2
8
7
1
1

い ず れ か の 銀

行 に ○ を す る

0
5
6
3
3
5
8

0

 
 
 
 
 
 
年
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人
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収
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融
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収
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印



志願者整理票 　※ 印欄は記入しないこと。

 琉球大学工学部第３年次特別編入学者選抜試験（第２次募集）

性別 　 男 ・ 女

※

注意　：　この整理票は，シールになっているので，はがれないように取り扱うこと。

合格通知書送付先　（団地・棟・号や下宿先等を必ず記入すること。）

住　所　（〒　　　　　　　　　　　　）

氏　名 殿

（※受験番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

入学手続書類送付先　（団地・棟・号や下宿先等を必ず記入すること。）

住　所　（〒　　　　　　　　　　　　）

氏　名 殿

（※受験番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受　験　番　号

（記入しないこと）

（フ リ ガ ナ）

氏　　　　　　名

男 ・ 女

出身学校所在
都道府県名

  出 身 学 校 名 学 科 名
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